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予算特別委員会を設置

令和 6 年度松本市当初予算の審査

予算可決までの流れ

2 月定例会では、令和 6年度当初予算を一層慎重に審査するため、予
算特別委員会が 2月 21日に設置されました。令和 6年度当初予算は 3
月に市長選挙を控えていたことから、新規の政策的な事業を 6月以降の
補正予算で対応する「骨格予算」となりました。
2月 22日～ 28日までの土日・祝日を除く 4日間に分科会審査を行
い、3月 1日の予算特別委員会全体会で分科会審査の報告と総括質疑を
行いました。
ここではその一部をお伝えします。

録画配信中！
・当初予算説明会
・予算特別委員会
　（全体会）の様子が
ご覧いただけます。

1,012億9,000万円一般会計

522億3,406万円特別会計 274億8,284万円企業会計

市長、財政部長などから提案理由
の説明がありました。

予算特別委員会の委員長が全体会
での審査結果を報告し、当初予算
関係議案を議決しました。

本会議において予算特別委員会を
設置し、予算特別委員会（全体会）
において、分科会を設置して審査
を依頼しました。

各常任委員会の審査等に併せて分
科会を開催し、各所管部分の予算
を審査しました。

・総務　　　　・厚生
・経済文教　　・建設環境
・市役所新庁舎建設
・市立病院建設

分科会

本会議（開会日）
当初予算案上程

本会議（閉会日）
当初予算可決

予算特別委員会
（全体会）

分科会審査

当初予算説明会

予算特別委員会
（全体会）

委員会での審査に先立ち、全議員
が理事者から説明を受け、事業費
の詳細や実施体制などの質疑を通
じ、予算案への理解を深めました。

各分科会の審査結果を全体会で報告
し、市長に総括質疑を行いました。
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現在、東京で開催する移住セミナーにおいて、松本市のブースは常に
移住相談者が並んで待っている状態であることから、来年度はより人員
を増やすことによって、移住を考えている多くの方が、相談することを
諦めないよう取り組みを行う。
そのほか、コロナ明けで様々な移住相談会等が増える中、松本市の
ブース設置の要望や、包括連携協定を締結しているセイコーエプソン株
式会社から従業員に対する移住相談の協力依頼をいただいている。

世界中で支持されているスズキ・メソードの理念と教育法は、子どもの人間形成と優秀な音楽家
の育成につながり、音楽教育の発展に不可欠な役割を担っている。
「楽都・松本」は、市民が音楽を愛し、音楽に親しむ礎を成した、鈴木鎮一氏の功績であり、国
際的音楽都市・松本の源流であると捉えている。
また、名誉市民でもある鈴木鎮一氏の偉業を後世に伝え、鈴木
鎮一記念館の魅力を強く発信し、松本市の国際的認知度を高めた
いと考えている。一方、市民との関係の再構築も重要であること
から、毎年松本市で開催される才能教育研究会の夏期学校を、こ
れまで以上に市としてもバックアップすると共に、夏の音楽の催
しとして、大勢の市民と共有できる仕組みづくりを検討していき
たい。

令和 6 年度は、首都圏で行われる移住セミナー・移住相談会等への参加回数を増加させるなど、
拡充する方針のようだが、現状と方針を教えてほしい。

「音楽の都」松本として、鈴木鎮一記念館の意義、鈴木鎮一氏の功績に係る認識、そして、今後
の施設の活用方針について、市長の見解は。

 総務費  まつもと住まい誘致プロジェクト事業費
当初予算説明会でのQ＆A

予算特別委員会全体会（総括質疑）
分科会審査後に行われた予算特別委員会
全体会で委員から総括質疑がありました。

議　員

委　員

市　側

市　長

鈴木鎮一記念館
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松本市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の
基盤強化のための固定資産税の課税免除に関する条例や
令和 6 年度松本市一般会計予算などを可決

今定例会では、市長から提出された 99件の議案のほか、2件の請願、
2件の議会案、3件の人事案を審議し、それぞれ議決しました。

▶委員会・分科会審査の結果は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7～ 14をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 2 号　松本市発達障がい児等の支援に関する条例
【条例の主な内容】
①全てのこどもが共に学び、未来を切り開いていく力を育み、安心して自立した
生活ができる共生社会を実現するための基本理念の制定
②インクルーシブセンターの設置

　Q　 　インクルーシブセンターとはどんなところですか？
　A　 　医療、保健、保育、福祉、教育などの専門職を配置した、発達障がい

児等を支援する総合拠点です。設置により
　　　①乳幼児期から就労までの継続的な支援体制の確立
　　　②早期診断・支援開始による困難を抱えるこどもの減少
　　　③学校生活において配慮の必要なこどもの自己肯定感の向上　などが期

待されます。

令和 6年 2月

定例会
2 月 8日～ 3月 5日
（会期 27日間）

可決 請　願
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介を必要とします。

「奈川地区で雇用創出を行い、過疎化解決を 
はかる活動」への支援を求める請願

地域が一体となって設立し、奈川地区の過疎化解決
を図る団体に対する公的補助制度の創出を、議会から
市に対して要請することを求めるもの
➡詳細やその他の請願は、市議会ホー
ムページでご覧いただけます。

議会案
松本市議会が提出した議案です。

松本市議会基本条例の一部を改正する条例
社会情勢の変化や地方自治法の一部改正を踏まえ
て、松本市議会基本条例の一部を改正するもの
改正にあたり、追加された事項
・地方自治法の改正を踏まえた議会の役割及び議員の
責務に関する規定
・危機管理や災害対応に関する規定
・市長に対する説明等の要求に関する規定
・議会運営における情報通信技術の活用に関する規定
・議員連盟に関する規定
・ハラスメントの防止に関する規定
・議員の請負に関する透明性確保に係る規定

国の負担による学校給食費の 
無償化を求める意見書

子育て世帯が給食費の負担を心配することなく、安
全で質の高い給食が子どもたちに提供されるよう、国
に対して給食費無償化に必要な財政措置を行うことを
求めるもの
➡議会案は、市議会ホームページでご
覧いただけます。

いままで
【あるぷキッズ支援室】
主に就学前の発達障がい児
への支援を実施

学齢期支援の
さらなる充実！

これから
【インクルーシブセンター】
成長段階に応じた切れ目の
ない支援を実施

採択

可決
人　事

下記の人事案件について、同意しました。

・教育長　　　　　伊
い
佐
さ
治
じ
　裕
ひろ
子
こ
　氏

・固定資産評価審査委員会委員
　　　　　　　　　塩

しお
野
の
　悠
ゆう
子
こ
　氏

・人権擁護委員　　山
やま
本
もと
　智
とも
子
こ
　氏
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会・分科会で審
査し、その審査結果を参考に本会議で議決します。今定例会の委員
会・分科会では、議案の審査のほかに、請願を審査しています。ま
た、併せて委員協議会を開催し、市政の懸案事項について協議し、
報告を受けています。ここではその一部をお伝えします。

松本市公衆浴場の設置場所の 
配置及び衛生等の措置の基準を定める 

条例の一部を改正する条例
厚生労働省が、公衆浴場における衛生等管理要領を改

正したことに伴い、同要領に準じた混浴制限年齢の引き
下げ（10歳以上→7歳以上）などの改正をするものです。

こんな質問が出ました

Q 混浴制限年齢を引き下げることにより、小学校
低学年の子どもを一人で入浴をさせる必要が生

じ、これを不安に感じる市民もいると思うが、対応は。

A 小学校低学年の子どもの一人入浴に不安を感じる
市民がいることは認識している。小学校低学年の

子どもの一人入浴の場合は、子
どもの保護者だけでなく、浴場
施設事業者にも一人入浴の子ど
もの安全に配慮してもらうことが
必要であるので、今後、浴場施
設事業者に本条例改正に係る啓
発ポスター等やチラシを配布す
る際に、併せてお願いをしていく。

議案第 30号 厚生委員会
松本市地域経済牽引事業の促進による 
地域の成長発展の基盤強化のための 
固定資産税の課税免除に関する条例

地域経済牽引事業を支援するため、新たに条例を制
定し、同事業の用に供するために取得する家屋等の固
定資産税の課税免除制度を整備するものです。

こんな質問が出ました

Q 固定資産税の課税免除に係る国からの減収補填
措置の内容は。また、市内において、現時点で

課税免除の対象となる具体的な事業はあるか。

A 課税免除に伴う市税の減収に対しては、国からの
補填措置がある。財政力指数が高い本市は、減収

額の4分の1の補填にとどまるものの、地域経済牽引事
業は地域経済への好影響が見込まれるため、支援するも
の。市内ではこれまでに承認を受けた事業が26件ある
が、条例制定に伴い課税免除となる案件は、まだない。

議案第 1号 総務委員会可決

令和 5 年度 
松本市一般会計補正予算（第 9 号） 

【学校給食費負担軽減事業費】
子育て世帯の負担軽減のため、物価高騰による食材購

入費の増加分を公費でさらに負担する（1食当たり、小学
校32円、中学校42円）ための経費を計上するものです。

こんな質問が出ました

Q 様々な商品の物価が高騰している中で、学校給
食における食材購入費の高騰の状況と、今後の

見通しは。

A 現状としては、321品目の給食食材を令和3年と
令和5年で比較したところ、238品目で価格上昇、

56品目で据え置き、27品目で下落している。日本銀行の
経済・物価情勢の展望によると、令和6年度の物価は
1.9％上昇する見通しであ
る。今回の補正予算にこ
れを反映するため、令和
6年度の当初予算におい
ても、日本銀行の物価見
通しに合わせて1.9％の物
価上昇を見込んだ予算計
上としている。

議案第 43号 経済文教委員会可決

給食では日頃から「旬」を大切に考
えながら献立を作成しています

令和 6 年度松本市水道事業会計予算 
【配水設備改良費】

妙義配水地や神林配水地といった水道施設の耐震化
を行う経費、配水管の耐震化工事を行う経費、老朽化し
た配水管の取替工事を行う経費等を計上するものです。

こんな質問が出ました

Q 基幹管路の耐震化率と、今後の耐震化工事の進
め方について伺う。

A 現在、中心市街地の基幹管路の耐震化を計画的
に進めている。令和 6年度の予算執行後の耐震

化率は 40.9 ％となる見込み。また、災害対応病院な
ど、重要給水施設
への配水管の耐震化
も進めている。今後
は、新たな基幹管路
等についての耐震化
計画を策定するとと
もに、老朽化した配
水管の取り替えと、
配水管の耐震化を進
めていく。

議案第 71号 建設環境分科会可決

配水管の耐震化工事

可決　　

委員会・分科会審査
の結果から

混
浴
制
限
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

【地域経済牽引事業】地域特性を生かした高い付加価値
を創出し、その経済的効果により地域の経済活動を牽
引する事業で、県知事等から事業計画の承認を受けた
事業（例：特産物を活用した農林加工・地域商社等）
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詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

審　議　結　果
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条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化の
ための固定資産税の課税免除に関する条例 総

可決 可決

2 松本市発達障がい児等の支援に関する条例 厚
3 松本市農業振興施設整備基金条例 経

4 松本市農業集落排水事業に地方公営企業法の規定の全部を適用する
こと等に伴う関係条例の整備に関する条例 建

5 松本市地域排水施設事業の設置等に関する条例 建
6 松本市上高地観光施設事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 総
7 松本市女性センター条例の一部を改正する等の条例 経
8 松本市男女共同参画推進条例の一部を改正する条例 経

9 松本市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準
等を定める条例の一部を改正する条例 厚

10 松本市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準を定める条例の
一部を改正する条例 厚

11 松本市指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営の基準等を定め
る条例の一部を改正する条例 厚

12 松本市障害者支援施設の設備及び運営の基準を定める条例の一部を
改正する条例 厚

13 松本市社会就労センター条例の一部を改正する条例 厚
14 松本市介護保険条例の一部を改正する条例 厚
15 松本市介護老人保健施設条例の一部を改正する条例 厚

16 松本市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

17
松本市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

厚

18
松本市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予
防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
等を定める条例の一部を改正する条例

厚

19 松本市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例 厚

20 松本市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 厚

21 松本市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例 厚

22 松本市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 厚

23 松本市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

24
松本市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに
指定介護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

厚

25 松本市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等
を定める条例の一部を改正する条例 厚

26 松本市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例等の一部を改正する条例 厚

27 松本市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 厚

28 松本市保健センター条例の一部を改正する条例 厚
29 松本市旅館業法施行条例の一部を改正する条例 厚

30 松本市公衆浴場の設置場所の配置及び衛生等の措置の基準を定める
条例の一部を改正する条例 厚

31 松本市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等を定め
る条例の一部を改正する条例 厚

32 松本市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例 厚

33 松本市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

34 松本市特定児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例 厚

35 松本市幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を
定める条例の一部を改正する条例 厚

36 松本市農村公園条例の一部を改正する条例 経
37 松本市梓川地域休養施設条例の一部を改正する条例 経
38 松本市梓水苑条例の一部を改正する条例 経
39 松本市音楽文化ホール条例の一部を改正する条例 経
40 松本市営住宅条例等の一部を改正する条例 建
41 松本市手数料条例の一部を改正する条例 建
42 松本市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 厚

予算
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

43 令和 5年度松本市一般会計補正予算（第 9号） 4常任

可決 可決

44 令和 5年度松本市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計補正予算
（第 1号） 厚

45 令和 5年度松本市霊園特別会計補正予算（第 2号） 建
46 令和 5年度松本市地域排水施設事業特別会計補正予算（第 3号） 建
47 令和 5年度松本市国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 厚
48 令和 5年度松本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号） 厚
49 令和 5年度松本市介護保険特別会計補正予算（第 2号） 厚
50 令和 5年度松本市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 3号） 経
51 令和 5年度松本市公設地方卸売市場特別会計補正予算（第 2号） 経
52 令和 5年度松本市市街地駐車場事業特別会計補正予算（第 2号） 経
53 令和 5年度松本市奈川観光施設事業特別会計補正予算（第 2号） 総
54 令和 5年度松本市松本城特別会計補正予算（第 3号） 経
55 令和 5年度松本市上高地観光施設事業会計補正予算（第 1号） 総
56 令和 5年度松本市水道事業会計補正予算（第 3号） 建
57 令和 5年度松本市下水道事業会計補正予算（第 3号） 建
58 令和 5年度松本市病院事業会計補正予算（第 3号） 厚
59 令和 6年度松本市一般会計予算 予算特別

60 令和 6年度松本市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算 予算特別

可決 可決

61 令和 6年度松本市霊園特別会計予算 予算特別
62 令和 6年度松本市国民健康保険特別会計予算 予算特別
63 令和 6年度松本市後期高齢者医療特別会計予算 予算特別
64 令和 6年度松本市介護保険特別会計予算 予算特別
65 令和 6年度松本市公設地方卸売市場特別会計予算 予算特別
66 令和 6年度松本市市街地駐車場事業特別会計予算 予算特別
67 令和 6年度松本市奈川観光施設事業特別会計予算 予算特別
68 令和 6年度松本市松本城特別会計予算 予算特別
69 令和 6年度松本市上高地観光施設事業会計予算 予算特別
70 令和 6年度松本市地域排水施設事業会計予算 予算特別
71 令和 6年度松本市水道事業会計予算 予算特別
72 令和 6年度松本市下水道事業会計予算 予算特別
73 令和 6年度松本市農業集落排水事業会計予算 予算特別
74 令和 6年度松本市病院事業会計予算 予算特別

契約
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

75 工事請負契約の締結について（令和 5年度松本市波田扇子田運動公
園移設整備事業公園整備工事） 総

可決 可決
76 工事請負契約の締結について（国宝旧開智学校校舎耐震補強主体工

事）の議決更正について 総

財産
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

77 市有財産の処分について（波田扇子田運動公園用地） 経

可決 可決
78 市有財産の譲渡について（梓川地場産品直売センター） 経
79 市有財産の譲渡について（農機具倉庫） 経
92 市有財産の取得について（松本城南・西外堀復元事業用地） 経

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

80 市道の認定について 建 可決 可決

その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

81 訴えの提起について 総

可決 可決

82 公の施設の指定管理者の指定について（松本城大手門駐車場）の変
更について 経

83 公の施設の指定管理者の指定について（美須々屋内運動場外　7施
設）の変更について 経

84 公の施設の指定管理者の指定について（サッカー場外　2施設）の
変更について 経

85 公の施設の指定管理者の指定について（アルプス公園外　2施設）
の変更について 建

86 公の施設の指定管理者の指定について（元町児童館外　2施設） 厚
87 公の施設の指定管理者の指定について（松本城大手門駐車場） 経
88 公の施設の指定管理者の指定について（美須々屋内運動場外　7施設） 経
89 公の施設の指定管理者の指定について（サッカー場外　2施設） 経
90 公の施設の指定管理者の指定について（アルプス公園外　2施設） 建
91 包括外部監査契約の締結について 総
93 医療事故に関する和解について 厚

報告
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

報 1 令和 5年度松本市一般会計補正予算（第 8号） 4常任

承認 承認

報 2 令和 5年度松本市地域排水施設事業特別会計補正予算（第 2号） 建
報 3 令和 5年度松本市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 2号） 経
報 4 令和 5年度松本市水道事業会計補正予算（第 2号） 建
報 5 令和 5年度松本市下水道事業会計補正予算（第 2号） 建

報 6 工事請負契約の締結について（松本市立菅野小学校長寿命化改良事
業第 2期主体工事） 総

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

94 教育長の任命について － －
同意95 固定資産評価審査委員会委員の選任について － －

－ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて － －

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 1 「奈川地区で雇用創出を行い、過疎化解決をはかる活動」への支援
を求める請願 経 採択 採択

請 2 小中学校給食費の無料化を求める請願 経 不採択 不採択

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 1 松本市議会基本条例の一部を改正する条例
－ － 可決

議 2 国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書

←「賛否の分かれた議案など」に
　ついては14ページをご覧ください。
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※ 1　防災士　防災に対する知識や技能を習得し、日本防災士機構により認証されることで取得できる民間資格
※ 2　松本市幼児同乗用電動アシスト付自転車普及促進事業　幼児 2人同乗基準適合車の購入費用を補助対象経費とし、購
入金額の 3分の 1（上限 3万円）を補助するもの。対象者は市内在住で、小学校就学前の幼児 1人以上が同一世帯にいる者

用語
解説

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

・
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

防
災
力
の
強
化

防※
１

災
士
の
資
格
保
持
者
が
、
思
い
を
実
現

で
き
る
よ
う
な
活
動
の
場
を
提
供
す
る
な

ど
、
資
格
が
有
効
に
活
用
で
き
る
た
め
の

検
討
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

危
機
管
理
部
長　
松
本
市
防
災
連
合
会
の

防
災
士
育
成
事
業
で
は
、
育
成
し
た
防
災

士
に
活
躍
し
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
各
地

区
で
の
防
災
学
習
や
訓
練
、
地
区
防
災
計

画
づ
く
り
、
防
災
力
向
上
の
た
め
の
研
修

等
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
防
災

士
部
会
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
防

災
士
部
会
で
は
、
本
市
の
防
災
力
向
上
の

た
め
に
活
動
し
た
い
防
災
士
の
方
を
広
く

募
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
多
く
の
防
災
士

の
参
加
に
よ
り
、
市
内
全
地
区
を
網
羅
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を

目
指
し
て
い

く
。

ま
つ
も
都

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
市
食
肉
衛
生
検
査
所
と
㈱
長
野
県
食
肉
公
社
に
つ
い
て

・
岳
都
松
本
・
西
山
ア
ル
プ
ス
エ
リ
ア
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
（
安
曇
・
奈
川
）

・
グ
リ
ー
ン
で
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
で
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
購
入
補
助

自
転
車
に
乗
り
に
く
い
坂
道
の
多
い
地
域

で
は
、
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
が
大
変

重
宝
す
る
。
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た

補
助
事
業
の
対
象
を
全
世
代
に
拡
充
し
、

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
の
活
用
促
進
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺

う
。

交
通
部
長　

市
が
実
施
し
て
い
る
事※

２

業

は
、
自
動
車
か
ら
自
転
車
へ
の
移
動
手
段

の
転
換
を
促
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
。
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
は
、
快
適

に
移
動
で
き
便
利
な
反
面
、
思
わ
ぬ
ス

ピ
ー
ド
が
出
て
し
ま
い
、
重
大
事
故
に
つ

な
が
り
や
す
く
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
、
適
正
に
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
全

世
代
へ
の
補
助
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
既

に
一
定
数
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
利
用
拡
大
の
状
況
や
安
全
面

な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要
性
を
研
究
し
て
い

く
。

QA

QA

一般質問
ここが聞きたい !!

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
2月定例会では、21人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展開
しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページで見
ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

防
災
士
に
活
躍
の
場
を
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

花は
な
村む
ら　
恵け
い
子こ

・「
未
来
へ
の
投
資
」
に
つ
い
て

松
本
パ
ル
コ
の
後
利
用

市
が
㈱
パ
ル
コ
か
ら
上
層
階
を
借
り
て
複

合
施
設
を
つ
く
る
と
い
う
方
針
を
決
め
る

に
あ
た
り
、
市
民
の
意
見
反
映
が
ほ
と
ん

ど
な
い
と
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
市
民
の
声

を
丁
寧
に
聞
く
と
言
う
が
、
中
身
に
つ
い

て
の
み
で
、
そ
れ
も
、
ま
ち
な
か
図
書
館

を
柱
と
し
て
子
育
て
支
援
、
文
化
振
興
な

ど
と
、
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
市
民
の
声
、
意
見
を
ど
の
よ
う
に
聞

こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
合
戦
略
室
長　
先
の
経
済
文
教
委
員
協

議
会
で
も
示
し
た
素
々
案
を
基
に
、
今
後

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
募
集

し
て
い
く
。

誠
の
会

若わ
か

林ば
や
し　
真し
ん
一い
ち

・
子
や
孫
に
伝
え
語
り
教
え
る
こ
と
に
つ
い
て

消
費
税
の
本
質

消
費
税
は
、「
広
く
公
平
に
負
担
を
求
め
る

税
」
と
い
う
言
葉
で
、
消
費
者
が
実
質
負

担
す
る
税
だ
と
国
民
に
勘
違
い
さ
せ
、
本

質
を
見
失
わ
せ
た
。
ま
た
、
現
在
の
デ
フ

レ
経
済
を
生
み
出
し
た
元げ

ん

凶き
ょ
う
で
あ
る
。
大

人
が
子
ど
も
た
ち
に
教
え
伝
え
る
消
費
税

の
本
質
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
消
費
税
の
税
額
改
定
に
よ
り
経
済

成
長
率
が
鈍
化
し
た
と
の
見
解
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
消
費
税
の
税
収

は
景
気
に
左
右
さ
れ
に
く
く
安
定
的
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
す
る
中

で
は
、
基
幹
的
な
税
の
一
つ
と
捉
え
て
い

る
。
ま
た
、
消
費
税
は
、
世
界
標
準
の
税

制
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
税
率
が
20
％
前
後
と
高
い
水
準
に
あ

る
一
方
、
経
済
状
況
に
応
じ
て
弾
力
的
に

税
率
を
上
げ
下
げ
し
て
い
る
。
日
本
で

も
、
税
率
の
弾
力
性
を
行
使
で
き
る
政
治

状
況
、
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
の
が
、
消
費
税
に
対
す
る
最
も
大

き
な
問
題
意
識
で
あ
る
。

誠
の
会

宇う

留る

賀が　

響
ひ
び
き

・
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

・
本
郷
地
区
合
併
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

本
郷
地
区
合
併
五
十
周
年
記
念
行
事

市
が
主
体
的
に
合
併
記
念
行
事
を
企
画

し
、
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
声
を
度
々
耳

に
し
た
。
市
と
し
て
、
旧
本
郷
村
が
合
併

し
た
歴
史
を
思
い
起
こ
す
機
会
を
設
け
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
を
開
催
し
て
は
い
か
が
か
。

住
民
自
治
局
長　
松
本
平
の
中
で
も
最
古

級
の
歴
史
と
文
化
を
誇
り
、
豊
か
な
自
然

や
観
光
資
源
を
擁
す
る
本
郷
村
と
松
本
市

の
合
併
は
、
本
市
の
市
政
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
た
。
今
回
、
合
併
五
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
意
義
深

く
、
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い

て
、
本
郷
地
区
の

住
民
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
な
が
ら
決

定
す
る
。

QA

QA

QA

昭和 49年の本郷村合併時の様子
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用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

誠
の
会

中な
か
山や
ま　
英え
い
子こ

・
松
本
の
ま
ち
づ
く
り
と
松
本
パ
ル
コ
閉
店
後
の

　
複
合
施
設
に
つ
い
て

施
設
の
方
向
性
と
ま
ち
づ
く
り

市
民
か
ら
パ
ル
コ
南
側
の
土
地
取
得
と
北

側
の
建
物
と
南
側
に
面
し
た
建
物
の
連
結

に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
た
。
賃
貸
借
の
契

約
に
あ
た
り
、
パ
ル
コ
側
に
も
積
極
的
に

松
本
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
与
し
て
も
ら

い
、
関
係
者
全
員
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な

る
考
え
方
を
基
に
交
渉
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

総
合
戦
略
室
長　
㈱
パ
ル
コ
に
は
、
単
に

一
つ
の
商
業
施
設
の
再
開
に
と
ど
ま
ら

ず
、
中
心
市
街
地
全
体
の
価
値
を
高
め
、

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
緒
に
取

り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
お
願
い
し
て

い
く
。
今
後
、
賃
貸
借
の
条
件
面
な
ど
を

協
議
す
る
中
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
に

も
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
松
本
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
提
案
し
て
も
ら
い
、
市

の
考
え
方
を
提
示
し
て
い
き
た
い
。

誠
の
会

土つ
ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
松
本
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
市
立
博
物
館
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
県
道
大
野
田
梓
橋
停
車
場
線
八
景
山
橋
に
つ
い
て

八
景
山
橋
梁
新
設
と
釜
の
沢
橋
拡
幅
改
良

現
在
、
長
野
県
に
よ
り
、
梓
川
地
区
八や

景け

山や
ま
と
波
田
地
区
赤
松
を
結
ぶ
橋
梁
の
新
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
た
な
橋
が
開
通

す
る
と
、
梓
川
地
区
側
の
県
道
へ
流
れ
込

む
交
通
量
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
特
に
釜
の
沢
橋
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
交
通
障
害
に
よ
り
、
地
元
住
民
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
新
設
橋

梁
の
進
捗
状
況
と
併
せ
て
、
釜
の
沢
橋
の

拡
幅
改
良
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
梓
川
を
渡
る
新
し
い
橋
に
つ

い
て
は
、
令
和
4
年
度
に
、
梓
川
地
区
側

の
橋
台
と
取
付
道
路
の
一
部
が
完
成
し
、

現
在
は
、
河
川
内
の
橋
脚
2
基
と
波
田
地

区
側
の
橋
台
、
国
道
１
５
８
号
の
付
替
工

事
が
行
わ
れ
、
令
和
8
年
度
末
頃
に
供
用

開
始
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
釜
の

沢
橋
の
拡
幅
改
良
に
つ
い
て
は
、
拡
幅
の

検
討
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、

県
と
地
元
と
現
状
を
調
査
す
る
な
ど
、
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
。

誠
の
会

阿あ

部べ　
功こ
う
祐す
け

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
ぐ
る
っ
と
ま
つ
も
と
バ
ス
の
現
状
と
今
後
に
つ

　
い
て

ぐ
る
っ
と
ま
つ
も
と
バ
ス
へ
の
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

の
導
入

今
後
の
公
共
交
通
の
在
り
方
と
し
て
特
に

要
望
が
高
い
ぐ
る
っ
と
ま
つ
も
と
バ
ス
へ
の

Ｓｕ
ｉｃ
ａ
導
入
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

市
長　
こ
れ
ま
で
現
金
の
み
で
あ
っ
た
決

済
手
段
に
、
チ※

３

ケ
ッ
ト
Ｑ
Ｒ
、
ク※

４

レ
ジ
ッ

ト
タ
ッ
チ
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
、
段
階

的
に
利
便
性
を
高
め
て
き
た
。
長
野
県
が

導
入
支
援
に
対
す
る
財
政
支
援
制
度
を
整

備
し
、
導
入
に
向
け
た
環
境
が
整
っ
た
こ

と
で
、
本
市
と
し
て
も
鉄
道
と
バ
ス
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
乗
り
換
え
に
よ
っ
て
利
便

性
を
高
め
、
バ
ス
利
用
者
の
増
大
に
つ
な

げ
る
た
め
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
を

決
め
た
。
令
和
8

年
春
の
供
用
開
始

に
向
け
、
県
や
既

に
導
入
を
決
め
て

い
る
長
野
市
と
連

携
し
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

QA

QA

QA

交通系 ICカードの導入
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

宗そ
う
田だ　
ま
ゆ
美み

・
能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
と
松
本
市

　
の
災
害
減
災
対
策
に
つ
い
て

危
機
管
理
部
へ
の
女
性
正
規
職
員
の
配
置

本
市
で
は
災
害
に
対
応
す
る
危
機
管
理
部

に
女
性
職
員
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
１

名
の
み
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
避
難
所

等
の
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に

女
性
の
正
規
職
員
の
配
置
を
求
め
る
が
、

市
の
見
解
は
。

危
機
管
理
部
長　
現
在
、
女
性
の
会
計
年

度
任
用
職
員
が
、
備
蓄
用
生
理
用
品
の
種

類
、
数
量
等
の
検
討
に
加
わ
っ
て
い
る
。
避

難
所
環
境
に
お
け
る
女
性
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
、
避
難
所
運
営
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
視
点
は
今
や
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
ら
の
視
点
を
持
ち
、
防
災
対
策

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
性
別
に
関
わ

ら
ず
、
緊
急
対
応

に
係
る
業
務
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
し
な
が
ら
、
女

性
職
員
の
配
置
に

つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

塩し
お
原は
ら　
孝た
か
子こ

・
市
長
の
政
治
姿
勢

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
対
策

今
年
度
の
保
育
士
の
退
職
者
数
と
来
年
度

の
必
要
者
数
、
現
状
の
確
保
者
数
を
伺
う
。

こ
ど
も
部
長　
現
時
点
で
、
正
規
保
育
士

が
、
退
職
予
定
11
名
、
採
用
予
定
13
名
、

会
計
年
度
任
用
保
育
士
が
、
退
職
予
定
36

名
、
採
用
予
定
21
名
と
な
っ
て
い
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
予
定
に
つ
い
て

は
、
現
在
短
時
間
で
勤
務
し
て
い
る
パ
ー

ト
職
員
の
う
ち
、
新
た
に
4
名
が
ク
ラ
ス

担
任
と
な
る
雇
用
形
態
へ
移
行
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
年
度
途
中
で
も

随
時
採
用
を
行
っ
て
い
る
。
保
育
士
の
必

要
数
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
入
園
児
童

数
が
決
定
し
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、
具

体
的
な
人
数
を
言
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
特
に
、
3
歳
未
満
児
の
保
育
需
要
が

高
く
、
昨
年
よ
り
も
多
い
申
し
込
み
が
あ

る
状
況
の
中
で
、
相
当
数
の
保
育
士
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

犬い
ぬ
飼か
い　
明あ
け
美み

・
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を
や
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
給
食
費
無
償
に
つ
い
て

・
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

給
食
費
無
償

憲
法
第
26
条
で
は
義
務
教
育
は
無
償
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

か
ら
見
て
、
給
食
費
無
償
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
就
学
援
助
を
広
げ
る
感
覚
で
、

給
食
費
の
無
償
は
一
部
で
も
可
能
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
次
長　
給
食
費
を
は
じ
め
と
す
る
保

護
者
負
担
の
軽
減
は
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
て
い
る
。
給
食
費
に
つ
い
て
、
物
価
高

騰
の
影
響
で
令
和
5
年
4
月
、
令
和
6
年

2
月
に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
改
定
し
た
が
、

こ
の
改
定
差
額
は
公
費
負
担
と
し
、
保
護

者
負
担
分
は
従
来
の
金
額
に
据
え
置
い

た
。
こ
の
結
果
、
給
食
費
の
概
ね
11
％
が

公
費
負
担
と
な
り
、
一
部
無
償
化
を
一
定

程
度
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考

え
る
。
国
の
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
の
中

で
も
、
給
食
費
無
償
化
の
実
現
に
向
け
て

調
査
を
行
い
、
具
体
的
方
針
を
検
討
し
て

い
る
。
今
後
も
国
の
調
査
の
動
向
等
を
見

極
め
た
う
え
で
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
た
い
。

QA

QA

QA

女性の正規職員の配置を
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※ 5　居抜き　店舗の設備や家具などを設置したままの状態で売買・賃貸すること。内装や設備をそのまま使用できるため、
初期投資を抑えることができる
※ 6　将来負担比率　地方公共団体の借入金（地方債）など、現在抱えている負債の大きさを、その地方公共団体の財政規
模に対する割合で示したもの。数値が大きいほど今後の財政を圧迫する可能性が高いとされる。松本市は、平成 25年度か
ら財政を圧迫する可能性が低いとされる「－」（数値なし）となっている

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明和わ

久く

井い　

悟
さ
と
る

・
夜
間
中
学
に
つ
い
て

・
学
校
図
書
館
及
び
学
校
司
書
に
つ
い
て

・
創
業
支
援
に
つ
い
て
　
な
ど

地
域
に
合
っ
た
支
援
体
制

創
業
者
支
援
事
業
と
し
て
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
家
賃
が

異
な
り
、
そ
の
効
果
に
大
き
な
差
が
生
じ

る
た
め
、
地
域
に
合
わ
せ
た
支
援
の
あ
り

方
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
改
修
費
の
補
助
な
ど
ス

タ
ー
ト
時
に
一
括
し
て
ま
と
ま
っ
た
額
の

補
助
を
行
う
よ
り
も
、
事
業
の
状
況
を
見

守
り
な
が
ら
2
年
を
か
け
て
伴
走
型
の
支

援
を
行
う
ほ
う
が
事
業
の
継
続
に
つ
な
が

る
と
考
え
、
家
賃
補
助
と
利
子
補
給
を
創

業
者
支
援
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
居※

５

抜
き
で
借
り
ら
れ
る
よ
う
な
店
舗

を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
な
ど
は

家
賃
が
低
い
が
、
初
期
の
改
修
費
用
が
負

担
と
な
り
起
業
地
と
し
て
選
ば
れ
に
く

い
。
人
口
減
少
や
空
き
家
の
増
加
が
見
ら

れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
家
賃
補
助
と
は

別
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
よ
り
有
効
な
制

度
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

開
明西に

し
澤ざ
わ　
郁ふ
み
弥や

・
松
本
佐
久
連
絡
道
路

・
庁
舎
の
温
度
管
理

市
役
所
庁
舎
の
冷
暖
房

市
民
や
職
員
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
冷

暖
房
は
午
後
4
時
半
頃
に
は
止
ま
っ
て
し

ま
う
た
め
、
体
調
不
良
で
仕
事
に
支
障
を

き
た
す
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
終
業
の
午
後
5
時
15
分
ま
で
冷
暖

房
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

財
政
部
長　
猛
暑
日
の
増
加
と
い
っ
た
昨

今
の
気
候
条
件
の
変
化
か
ら
、
現
状
の
余

熱
を
利
用
し
た
温
度
管
理
で
は
不
十
分
な

状
況
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
冷
暖
房
の
運
用
の
見
直
し
は
、
必

要
だ
と
考
え
る
。
省
エ
ネ
や
勤
務
体
制
、

経
費
の
増
加
と

い
っ
た
観
点
を
踏

ま
え
、
機
器
の
停

止
作
業
の
時
間
等

を
考
慮
し
、
午
後

4
時
50
分
程
度
ま

で
は
稼
働
延
長
し

た
い
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
危
機
管
理
に
つ
い
て

・
松
本
市
の
大
規
模
事
業
に
つ
い
て

・
大
型
店
閉
店
に
つ
い
て

今
後
の
財
政
と
ソ
フ
ト
事
業
の
見
通
し

今
後
、
市
立
病
院
、
松
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
や
既
存
施

設
の
大
規
模
改
修
な
ど
大
型
事
業
の
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
本
市
の
将※

６

来
負
担
比
率
は
数
値
な
し
と
の
こ
と
だ

が
、
①
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
た
場

合
、
将
来
負
担
比
率
は
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
。
②
今
後
様
々
な
大
型
事
業
が
進

捗
し
た
場
合
、
ソ
フ
ト
事
業
は
ど
の
よ
う

に
な
る
か
。

財
政
部
長　
①
将
来
負
担
比
率
は
市
債
の

現
在
高
を
主
な
算
出
根
拠
と
し
て
い
る
。

今
後
予
定
さ
れ
る
大
型
事
業
は
、
国
や
県

の
補
助
金
の
ほ
か
、
市
債
の
活
用
を
見
込

ん
で
い
る
。
市
債
残
高
が
増
加
し
た
場
合

は
、
将
来
負
担
比
率
に
一
定
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
②
政
策
的
な

ソ
フ
ト
事
業
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
実
施
計
画
な
ど
に
お
い
て
既
存

事
業
の
見
直
し
や
取
捨
選
択
を
行
い
、
必

要
な
事
業
を
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施

し
、
健
全
財
政
に
努
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

庁舎の冷暖房の稼働延長
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vol.205 12※ 7　ふれあい収集　所定の収集場所までごみを持ち出すことができない方を対象にごみを排出者宅前や所定の場所まで直

接収集に行くサービス
用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

太お
お
田た　
正ま
さ
德の
り

・
楽
都
ま
つ
も
と
の
未
来
に
つ
い
て

・
交
通
安
全
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
新
工
業
団
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
　
な
ど

マ
エ
ス
ト
ロ
小
澤
征
爾
氏
の
功
績

2
月
6
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
小
澤
征
爾
総

監
督
が
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
音
楽
を
通

じ
て
本
市
で
咲
か
せ
た
多
く
の
功
績
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

文
化
観
光
部
長　
小
澤
征
爾
総
監
督
が
、

本
市
に
及
ぼ
し
た
功
績
は
語
り
つ
く
せ
な

い
が
、
サ
イ
ト
ウ
キ
ネ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

松
本
を
１
９
９
２
年
に
開
幕
し
た
こ
と
。

２
０
１
５
年
か
ら
は
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ

松

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
名
称
を
新
た
に
し
、

30
年
以
上
に
わ
た
り
世
界
へ
発
信
し
た
こ

と
。
市
民
と
と
も
に
国
際
的
音
楽
祭
を
作

り
上
げ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
音
楽
教
育
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
通
じ
て
、
松
本
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

世
界
の
文
化
的
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
成

長
さ
せ
、
松
本
の
文
化
的
価
値
の
み
な
ら

ず
、
経
済
的
価
値
を
高
め
、
国
際
的
音
楽

都
市
の
称
号
を
も
た
ら
し
、
ま
た
そ
れ
を

毎
年
進
化
さ
せ
て
く
れ
た
。
名
誉
市
民
で

あ
る
小
澤
氏
の
偉
業
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。

政
友
会

村む
ら
上か
み　
幸ゆ
き
雄お

・
自
転
車
の
活
用
等
に
つ
い
て

・
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て

・
道
路
行
政
に
つ
い
て
　
な
ど

災
害
時
の
ト
イ
レ

災
害
時
に
一
番
効
果
的
な
ト
イ
レ
は
携
帯

ト
イ
レ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

危
機
管
理
部
長　
被
災
状
況
に
も
よ
る
が
、

断
水
時
で
も
使
用
可
能
な
、
薬
を
入
れ
て
固

め
る
携
帯
ト
イ
レ
が
非
常
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
で
は
、
25
万
７
５
０
０
枚
、

1
人
1
日
5
回
分
の
計
算
で
5
万
１
５
０
０

人
分
の
携
帯
ト
イ
レ
を
防
災
物
資
タ
ー
ミ
ナ

ル
や
小
中
学
校
の
備
蓄
倉
庫
、
地
区
公
民
館

な
ど
に
備
蓄
し
て
い
る
。
こ
の
度
の
能
登
半

島
地
震
で
は
、
各
地
で
断
水
し
、
携
帯
ト
イ

レ
が
使
用
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
各
家
庭

に
お
い
て
も
、
自
助
と
し
て
最
低
3
日
分
、

で
き
れ
ば
7
日
分
の
水
や
食
料
と
と
も
に
、

携
帯
ト
イ
レ
を

備
蓄
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い

き
た
い
。

松
本
市
議
会
公
明
党

大お
お
久く

保ぼ　
美み

由ゆ

紀き

・
ご
み
行
政
に
関
し
て

・
松
本
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ふ※
７

れ
あ
い
収
集

政
令
指
定
都
市
の
80
％
以
上
で
、
ふ
れ
あ

い
収
集
と
い
う
ご
み
出
し
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
。
福
祉
的
な
意
味
合
い
か
ら
も
、

本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う

予
定
が
あ
る
か
伺
う
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長　
各
地
区
に
配
置

さ
れ
た
地
区
生
活
支
援
員
を
中
心
に
、
共

助
に
よ
る
家
庭
ご
み
の
排
出
支
援
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
共

助
の
仕
組
み
づ
く
り
が
難
し
い
地
区
で
は

公
助
と
し
て
、
市
直
営
に
よ
る
戸
別
収
集

の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
る
。
本
市
で
取

り
組
み
を
行
う
た
め
に
は
、
必
要
な
職
員

数
や
収
集
車
両
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
収

集
体
制
の
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
本
人
や
家
族
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

等
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
で
き
る
よ

う
な
制
度
設
計
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

は
、
関
係
部
局
と
連
携
し
て
、
各
地
区
に

戸
別
収
集
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
ど
の

程
度
い
る
か
を
把
握
す
る
な
ど
、
必
要
性

の
検
討
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

QA

QA

QA

災
害
時
に
効
果
的
な
携
帯
ト
イ
レ
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※ 8　入れ墨をした方の入浴　平成 28年に観光庁から入れ墨（タトゥー）がある外国人旅行者の入浴に関する対応につい
て、宗教・文化・ファッション等の理由で入れ墨をしている場合があること、衛生上の支障が生じるものではないこと等が
周知された。松本市からも、平成 29年に入浴施設の指定管理者に対し、入れ墨があることのみを理由として入浴を拒むこ
とのないよう依頼をした。

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

松
本
市
議
会
公
明
党

上か
み

條じ
ょ
う　
美み

智ち

子こ

・
高
齢
者
福
祉
行
政

・
公
の
入
浴
施
設
に
つ
い
て

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

市
の
入
浴
施
設
の
環
境

入※
８

れ
墨
を
し
た
方
の
入
浴
に
つ
い
て
、
入

れ
墨
が
あ
る
こ
と
で
差
別
し
て
は
い
け
な

い
が
、
市
が
指
定
管
理
し
て
い
る
以
上
、

他
の
方
も
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
も
重
要
。
市
が
指
定
管
理
す

る
入
浴
施
設
に
お
い
て
、
安
心
し
て
入
浴

で
き
る
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い

く
の
か
、
市
の
見
解
は
。

文
化
観
光
部
長　
所
管
す
る
入
浴
施
設
で

は
、
入
れ
墨
の
あ
る
方
へ
の
対
応
に
限
ら

ず
、
入
浴
マ
ナ
ー
、
利
用
者
間
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
指
定
管
理

者
に
対
し
、
入
浴
マ
ナ
ー
な
ど
利
用
時
の
お

願
い
事
項
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

ス
タ
ッ
フ
が
こ
ま

め
に
施
設
内
を
巡

回
す
る
な
ど
、
安

心
し
て
利
用
で
き

る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

松
本
市
議
会
公
明
党

近こ
ん
藤ど
う　
晴は
る
彦ひ
こ

・
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行

部
活
動
の
地
域
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
部
活
動
指
導
に
お
い
て
教
員
が
大

切
に
し
て
き
た
、
生
徒
個
人
の
特
性
な
ど

に
応
じ
た
指
導
が
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も

と
接
す
る
機
会
の
少
な
い
指
導
者
の
質
を

向
上
す
る
た
め
の
研
修
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
指
導

者
の
質
の
確
保
が
最
も
重
要
で
難
し
い
課

題
で
あ
る
。
発
達
障
害
な
ど
特
性
を
持
っ

た
子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
、
競
技
面
だ
け

で
は
な
く
、
心
の
指
導
も
含
め
た
、
指
導

者
と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る
資
質
を
向
上

さ
せ
る
研
修
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
様
々
な
機
会
を
用
意

し
て
い
く
。
地
域
移
行
後
は
、
一
定
数
の

教
員
が
兼
職
兼
業
申
請
を
し
て
地
域
ク
ラ

ブ
の
指
導
を
担
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
指
導
者
が
と
も

に
指
導
に
携
わ
る
中
で
、
子
ど
も
の
特
性

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
互
い
に
質
を
高

め
合
う
こ
と
も
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

無
所
属

こ
ば　
陽よ
う
子こ

・
市
役
所
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

・
庁
内
で
の
ゴ
ー
ル
共
有

・「
5
つ
の
行
動
目
標
」
に
つ
い
て
　
な
ど

目
指
す
ま
ち
の
姿

基
本
構
想
２
０
３
０
の
前
期
計
画
と
な
る

第
11
次
基
本
計
画
で
「
松
本
の
地
域
特
性

を
最
大
限
に
活
か
し
た
循
環
型
社
会
」
を

掲
げ
て
い
る
が
、
抽
象
的
で
理
解
、
共
感

が
得
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
分

か
り
や
す
く
示
し
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

総
合
戦
略
局
長　
基
本
構
想
２
０
３
０
に

掲
げ
る
基
本
理
念
は
、
5
つ
の
行
動
目
標

を
含
め
、
背
景
に
あ
る
基
本
的
な
考
え
方

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
松

本
の
地
域
特
性
、
歴
史
や
文
化
、
人
な
ど

あ
ら
ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活

か
す
こ
と
で
、
誰
も
が
健
康
で
文
化
的
な

豊
か
さ
と
幸
せ
を
享
受
で
き
る
ま
ち
、
そ

れ
が
本
市
の
目
指
す
循
環
型
社
会
で
あ

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
エ
ン
ジ
ン
の
役
割

を
果
た
す
の
が
、
5
つ
の
行
動
目
標
で
あ

る
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
な
が
ら
、

基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

QA

QA

QA

安心して利用できる環境づくりを
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※ 9　包括的性教育　性の多様性やジェンダー平等を包括する、人権教育の一環としての性教育
※ 10　「すこやか」　養護教諭等が中心となって作成した松本市独自の性教育の指導計画書
※ 11　「あけぼの」　長野県内の小中学校での人権教育の副読本

用語
解説

質問項目

無
所
属

菊き
く
地ち　

徹
と
お
る

・
世
界
水
準
の
人
権
教
育

包※
９

括
的
性
教
育

本
市
に
お
け
る
独
自
の
包
括
的
性
教
育
の

実
践
に
つ
い
て
、
展
望
を
伺
う
。

教
育
長　
包
括
的
性
教
育
を
進
め
て
い
く

う
え
で
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
、

「
す※1

※

こ
や
か
」
の
改
訂
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、「
あ※※

※

け
ぼ
の
」
の

令
和
3
年
の
中
学
校
版
の
改
訂
で
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
性
の
多
様
性
の
内
容

が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ
た
。
来
年
度
は
、

管
理
職
研
修
と
し
て
、
教
頭
を
対
象
に
研

修
を
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
令
和
4
年

度
か
ら
、
外
部
団
体
の
協
力
を
得
て
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
居
場
所
づ
く
り
を
実

験
的
に
開
催
し
て
き
た
が
、
令
和
6
年
度

以
降
は
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、

広
く
市
民
や
関
連
団
体
の
皆
さ
ん
と
も
手

を
携
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信

や
市
民
を
対
象
と
し
た
研
修
会
や
講
演
会

等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

QA

●日程は変更となる場合があります。

詳細は議会事務局 （34-3210） へお問い合わせ

ください。

●本会議はライブ中継、 録画配信を行っています。

市議会ホームページでご覧ください。

ライブ中継 録画配信

ご自宅から本会議
が視聴できます！

議案調査

6/9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

正午　発言通告締切
17：15 請願・陳情
 提出期限

本会議（開会）
13：30 ～

本会議（閉会）
13：30 ～

委員会審査10：00～

土金木水火月日

令和 6年 6月定例会の予定

総務・経済文教 厚生・建設環境

本会議（一般質問）10：00 ～

委員会審査

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど

� ○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）　　－：不在
� 会派名
� 議員名

議案
番号

誠の会 開明 松本市議会
公明党 政友会 まつも都 日本共産党

松本市議団 無所属

中
山
　
英
子

宇
留
賀
　
響

土
屋
　
眞
一

若
林
　
真
一

今
井
ゆ
う
す
け

犬
飼
　
信
雄

阿
部
　
功
祐

太
田
　
更
三

和
久
井
　
悟

西
澤
　
郁
弥

吉
村
　
幸
代

川
久
保
文
良

上
條
　
　
温

芝
山
　
　
稔

大
久
保
美
由
紀

内
田
　
麻
美

上
條
美
智
子

近
藤
　
晴
彦

太
田
　
正
德

牛
丸
　
仁
志

村
上
　
幸
雄

中
島
　
昌
子

花
村
　
恵
子

神
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59、92 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

請 2 × × × × × × × × × ○ × ○ 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請：請願
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1 月から 3月までの活動の中から
ピックアップしてお伝えします。

　松本市議会経済懇談会を開催しました！
経済懇談会は、昭和 56 年から開催され、地域や各界で活躍されている方々を講師としてお迎えして講演を
いただいているものです。
市長をはじめ、市長部局の職員と共に、地域の発展に向けた力強いお言葉に耳を傾けました。

 日　時  令和 6 年 1 月 18 日（木）
 講　師  松本信用金庫
　　　 理事長 鶴見明夫 氏
 演　題 

「未来を拓く変革への挑戦」
～信用金庫の真価の発揮と地域の 
　持続的発展を目指して～

　中心市街地の活性化について�
　関係者と意見交換� 1 月 31日（水）

経済文教委員会では、調査研究活動の一環とし
て、中心市街地の活性化について、関係者の皆さ
んと意見交換会を実施しました。
意見交換を通じて、参加者の方々と松本のまちな
かのあるべき姿について、思いを共有することが
できました。

【テーマ】
・中心市街地関係者か
　らみた現在の課題に
　ついて
・近未来の松本の中心
　市街地像について

　タブレット研修会を実施�
� 1 月 18日（木）

松本市議会では、ペーパーレス化、オンライン会議
による災害時等における議会活動の継続などのた
め、タブレット端末を導入し、全ての会議で活用を
しています。また、ICT 化の進展に対応するため、
定期的に研修を実施しています。
今回は、通信障害時の
対応、保有データの管
理や活用方法について
理解を深め、社会のデ
ジタル化の進展に対す
るリスクマネジメント
を図りました。

 　郵　送　 　〒390-8620　松本市丸の内 3番 7号　松本市議会
 　F A X　 　0263-34-9811
 電子メール 　gikai@city.matsumoto.lg.jp

議会への手紙
皆さまからのご意見や提言を随時募集しています。皆さまからのご意見や提言を随時募集しています。
議会だよりに対するご意見もお待ちしてます！議会だよりに対するご意見もお待ちしてます！

活動レポート

地域のために存在し、
地域を守る！
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空が青く、御飯が甘い！
～移住して半年

もっと知りたい三ガク都～

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！
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ながって。すごく感動しました。

政治に関心があるとお聞きしまし
たが？

尾道市は行政が近く、市民参加型の
まちだったので、「自分たちが住みや
すいまちは自分たちで作る」という意
識が身に付いたように思います。小学
校の社会科の授業で、「名前を書く、
一票は大事なんだ」と教わりました
が、選挙の際、実際に開票所に行っ
て、一枚一枚職員の方が数えてそれが
一票になっているというのを見た時
に、すごく緊張感があり、一票の重
みってこういうことなんだと感じまし
た。一票では変わらないという声もよ
く聞きますが、投票に行かなければ何
も始まらないし、一票の積み重ねが、
些細かもしれないけれど、確実で大事
な一票じゃないかと考えています。

松本市に望むことはなんでしょう
か？

せっかくの「3ガク都」を、今より
もっと押し出したら良いと思います。移

今回は去年 11月、広島県尾道市か
ら岡田に移住してきた竹本和隆さん、
絵美さんご夫妻にお話を伺いました。
広島で名物のお好み焼き屋をしてい
たという竹本さん夫妻は、松本の知り
合いの誘いで移住を決めましたが、松
本城があることぐらいしか知らなかっ
たとのこと。そのお二人にとって松本
暮らしは毎日発見の連続だとか。移住
半年で気付いたあれこれをたっぷり
語っていただきました。

松本の印象について、
どんな「まち」だと感じましたか？

空が広くて青いですよね。まさに「松
本ブルー」。毎日起きるのが楽しみだし、
清々しさを感じます。そして、山が雄大
で日々変化するのも魅力的です。さら
に、二人でよく話しているのが、湧き水、
水が大変美味しいということ。お米を研
いで炊いた時に御飯が甘くて美味しいと
かお味噌汁が美味しいとか、まず食から
感動しました。あと、買い物に出たりし
た時に、すれ違った人の温かみ、優しい
感じが第一印象として強く残りました。

何か驚いたところ、印象的な場所
はありますか？

あがたの森で旧制松本高校の資料館
に行き展示を見て驚きました。
こんなに学問に市民が力を注ぐ「ま
ち」は他にないのではないでしょうか。
だから「学都」と言われているだとか、
学校が多いだとか全部ストーリーがつ

住者を呼び込むために、育児や子育て
の行政サポートは重要ですが、「学都」
として、学びの分野でもっと他の自治
体にはない打ち出しができると思いま
す。例えば、パルコの後利用について
は、長野市で始まるようですが、ネット
高校として人気のN高等学校のさらに
進んだ松本版のようなものはどうで
しょうか。普段は通信でも夏冬は松本
に来て自然を楽しむと。松本は首都圏
からも来やすいですし、松本に土壌が
ある医療分野や、これからのデジタル
人材の育成につながればいいなと。
「とがった学問の都」という発想です。

松本でこれからどんなことをされ
る予定ですか？

米粉パンの通信販売をしたいと考え
ています。実はお好み焼き屋の前に食パ
ンの専門店もやっていたのですが、小麦
粉アレルギーで食べられない子どもがと
ても多いことを知り、そんな子どもたち
も食べられる米粉100％のパンを作り
たいなと。膨らまないなど課題は多いの
ですが、松本の水の良さは何より強いで
す。いずれは地元の農産物や薪を使っ
た米粉パンを作っていきたいですね。

竹
たけ
本
もと
　和
かず
隆
たか
さん、

　　絵
え
美
み
さん

iPhone android

議会だよりをもっと身近に！
いつでも、 どこでも手軽に読めます

アプリ 「Catalog Pocket」 で

議会だよりを配信しています。

PUSH通知で確実に情報をお届け。

読みたい記事の拡大、 音声読み上げもできます。

カタログポケット

CatalogPocket

カタログポケット

マツモト建築芸術祭 2024 ANNEX《消えゆく名建築 アートが住み着き 記憶する》
2 月23日（金）から 3 月24日（日）まで　旧松本市立博物館をメイン会場に開催され、有終の美を飾りました。

マツモト建築芸術祭 2024 ANNEX《消えゆく名建築 アートが住み着き 記憶する》
2 月23日（金）から 3 月24日（日）まで　旧松本市立博物館をメイン会場に開催され、有終の美を飾りました。
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